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１．はじめに

　現在、日本企業の取締役会においては社外取締

役の割合が急速に増えつつあり、それに伴い企業

の意思決定における独立社外取締役（以下、社外

取締役）の重要性が一層高まっている。東京証券

取引所の調べによれば、2025年７月14日時点で、

プライム市場では社外取締役が過半を占めている

企業の割合は、26.2%（前年比＋5.9pt）と４分

の１を超えている（注１）。このままの増加率であ

れば、近い将来、社外取締役が取締役会の過半を

占める企業がプライム市場において半数を超える
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　独立社外取締役の人数・割合が増えるに伴い、企業と投資家の双方において社外取締役の質・貢献度に対する
関心が高まっている。社外取締役の選任における指名委員会の関与の度合い、および、社外取締役が就任した後、
十分に実力を発揮し貢献しているかに関する評価のあり方について、日本企業の現状と課題を国内外の事例に基
づき分析し、今後の動向について考察する。
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